



























































　　(3. 1), (3. 2)を均衡国民所得：？および均衡利子率り反)近傍でテ
イラー展開すると
を得る。
　(3. 4)を利用すると, (3. 3)の（Ｒ一双）を消去することができる故。












　(3. 5)の両辺から（3. 3）の両辺を減じ, (3. 4)と連立させると
という連立方程式を得る。




















































4) Chang and Smyth 〔4〕はＭｙくOを一方Goacher〔5〕は訂ｙ＞Oを採用して
　　いる。
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